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研究成果の概要（和文）：本研究では、健康と環境の問題の双方に貢献する教育アプローチであるエコヘルス教
育について、各国での状況を調査するとともに、モデルカリキュラムを開発・実証し、その成果と課題を検討し
た。その結果、開発したカリキュラムの有用性が評価され、ラオスでは教員養成の正式カリキュラムとして採用
された。なお、バングラデシュ及びネパールにおける調査では、下痢や寄生虫などの感染症の予防の学習が重視
され、教員養成において、短期間の履修で重要事項が習得できるカリキュラム設計が求められていた。また、こ
うした研究成果について、アジア諸国の行政官を対象とした研修で共有することを通して、ネットワークの構築
を図ることができた。

研究成果の概要（英文）：Ecohealth education is a new educational approach which contributes to 
addressing both health and environmental problems. In this study, we conducted researches on current
 situations, developed a model of ecohealth education curriculum and evaluated it through empirical 
research. As a result, developed curriculum was highly appreciated by Lao government and was adopted
 as an official curriculum in Teacher Training institutions in Laos. According to the results of 
researches, schools in Bangladesh and Nepal put importance on preventive education of infectious 
diseases such as diarrhea and worm infections, and both countries need a curriculum of health and 
environmental education for teacher training institutions which enables students to learn necessary 
components in a short period. Such achievements of the study were shared in international trainings 
for governmental officers in Asian countries, and a research network on ecohealth education was 
established through the trainings.

研究分野： 環境教育
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１．研究開始当初の背景 
(1) 開発途上諸国では，急速な近代化，都市化に
伴い，環境破壊の問題が顕在化し，その効果的な
対策の一つとして，学校教育への環境教育の導
入・普及が求められている。しかしながら，その
教育内容が特定の環境問題の対策に特化されてい
たり，カリキュラムの多くが，先進諸国の翻訳版
であるため，現地の子どもの実生活を十分に反映
していない現状がある。ロシアの研究では，短期
間の特定の環境問題の知識の注入に特化した教育
は，短期的な効果は認められるが，時間の経過に
つれて，教育効果が減少していくことが報告され
ている。それ故に，特定の環境問題の知識の注入
に終始することなく，人間の生活を中心として，
①人間の日常生活が，環境と健康の問題と密接に
関連していること，②環境の変化が人間の健康に
密接に関連することを理解させる，エコヘルス教
育のアプローチの開発が必要となっている。 
 
(2)これまでの研究では，イスラエルの教員養成系
大学で，環境教育の効果を検証した研究では，教
育後に，環境に関する実践，態度（特に，教育に
おける環境教育の重要性），知識の全てにおいて有
意な向上が認められたことが報告されている。ま
た，ベルギーでの研究では，環境教育を教員養成
系大学に導入する際には，教育人材の養成と動機
づけ，教育の内容設定に教員の意見を取り込むこ
と，保護者，地域，研究者の間の情報交換が必須
であることを報告されている。さらに，イギリス
で行われた研究では，研究者が支持している教育
内容，教育系大学で指導されている教育内容と，
教育現場で必要とされている教育内容のギャップ
を明らかにし，環境教育が学校現場で実践される
ためには，それらのギャップを埋める必要がある
ことを報告している。また，アメリカの学校教育
現場での環境教育に関する研究では，教師は，環
境教育の指導に対して，ポジティブであるが，実
際には十分な指導を行えていないと自己評価して
おり，実施上の障害としては，指導時間の不足，
教材・活動予算の不足，教師の環境教育の指導能
力に対する不安があることが明らかにされている。
また，環境教育の内容が科学的知識の獲得に傾倒
していることが課題として指摘されている。ラオ
ス，タイ，ネパールでは，既に，科学教育の中に
環境に関する指導が取り入れられているが，その
実践の実態，現場での指導の阻害要因は十分に明
らかにされていない。現場での環境教育の実践の
効果を高めるためには，各国での指導の実態と，
その阻害要因を明らかにする研究が必要である。
しかしながら，これまでアジアの開発途上諸国で
の実証的な研究は十分に進められてきていない。 
 
(3)上記の背景のもと，これまで研究代表者らは，
ラオスの教員養成校の教育カリキュラムの中に
「健康と環境を配慮した行動を実践できる若者を
育成する」ことを目的とし，健康問題と環境問題
の双方の改善に貢献する新しい教育アプローチで
ある『エコヘルス教育』を導入するための国際共
同研究を進めてきた。 
 

２．研究の目的 
(1)本研究では，①ラオスで開発したモデルカリキ
ュラムと教材を活用し，教員養成校での実証研究
を行い，その導入の可能性と課題を検討すること
を目的とした。 
 
(2)また，これまでの研究の応用・発展として，ア
ジア諸国（タイ，ネパール）において，②各国の
健康や環境に関する信念，習慣，文化的規範，望
ましいと考えられている行動様式の解明，③教員
養成機関における健康，環境教育の実態とニーズ
（教員養成の学生の健康・環境に関する知識や意
識，態度，実践の現状を含む）を把握することを
目的とした。 
 
(3)また，アジア諸国での比較研究を行うことで，
④地域や国に固有の社会・文化的特性に適したエ
コヘルス教育の在り方について理論化し，提案す
ることを目的とした。 
 
(4）さらに，⑤アジア諸国でのエコヘルス教育・
研究ネットワークを構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)１年目（平成25 年度）に，これまでラオスで
開発してきたモデルカリキュラムと教材を活用し，
教員養成校での実証研究を行い，その導入の可能
性と課題を検討した。 
 
(2)２年目（平成26 年度）に，これまでの研究の
応用・発展として，バングラデシュにおいて現地
調査を行った。現地調査では，①各国の健康や環
境に関する信念，習慣，文化的規範，望ましいと
考えられている行動様式の解明，②教員養成機関
における健康，環境教育の実態とニーズ（教員養
成の学生の健康・環境に関する知識や意識，態度，
実践の現状，指導上の阻害要因を含む）の把握を
行った。 
 
(3)３年目（平成27 年度）にネパールにおいて，
バングラデシュと同様の方法で現地調査を行った。 
 
(4)４年目（平成28 年度）に，得られたデータを
もとに，アジア諸国での比較研究を行うことで，
地域や国に固有の社会・文化的特性に適したエコ
ヘルス教育の在り方について理論化し，提案した。
さらに，アジア地域の行政官を対象とした国際研
修で研究成果を共有すること等を通じて，アジア
諸国でのエコヘルス教育・研究ネットワークを構
築した。 
 
４．研究成果 
（1）１年目（平成25年度）は，ラオスで開発し
たモデルカリキュラムと教材を活用し，教員養成
校での実証研究を行い，その導入の可能性と課題
を検討した。具体的には，ラオスの首都（ビエン
チャン市）のラオス国立大学教育学部と，北部（ル
アンパパーン県），中部（サワンナケート県），の
計３地域の教員養成校において，①評価法の開発，
②教員研修，③事前調査，④教育実践，⑤事後調



査を一連の流れとする実証研究を行い，エコヘル
ス教育カリキュラムの導入の可能性と課題を検討
した。具体的には，①評価法の開発については，
エコヘルスKAP（Knowledge, Attitude, Practice） 
調査と，エコヘルス教育の指導力調査のためのス
ケール開発を行った。さらに，②教員研修につい
ては，ラオス国立大学教育学部と，北部及び中部
地域の教員養成校において，モデルカリキュラム
と教材紹介のための研修を実施した。③事前調査
及び⑤事後調査については，開発した指導力調査
のためのスケールを用いて，教育実践の事前と事
後の変化を評価した。また，④教育実践について
は，ラオス国立大学教育学部と，北部及び中部地
域の教員養成校で理論編と実践編の２つの授業を
実施した。また，開発したカリキュラムについて
の意見交換会を行った。開発したカリキュラムに
おける各授業は，16コマ，各コマは100分で構成
した。さらに，実施したモデルカリキュラムの検
討会と関係省庁への成果報告を行い，エコヘルス
教育の有用性が高く評価され，ラオスの教員養成
校のカリキュラムの中に正式に導入されることに
なった。また，アジア地域の行政官を対象として
実施されたアジア国際学校保健研修において，次
世代の国際的な開発戦略の一つとして，ラオスの
研究で得られた成果を基盤として，エコヘルス教
育を提案し，研修に参加していたアジア地域の行
政官から高い関心を得た。 
 
(2)2年目(平成26年度)は，バングラデシュにお
いて，教育省及び保健省，地方の教員養成校，及
び学校において聞き取り調査を行った。その結果，
バングラデシュでは，多様な宗教，文化背景，経
済格差があり，特に，莫大な人口に対する教育サ
ービスの提供が教育上の大きな課題となっており，
教員養成制度自体も未だ創生期にあることが分か
った。また，下痢や寄生虫などの感染症により，
子ども達が健康を害する状況があることが分かっ
た。聞き取り調査の結果から，多様で莫大な人口
を抱えるバングラデシュでは，文化や宗教観を互
いに尊重し合い，教育を行っていくことが重要で
あると考えられており，健康及び環境教育を設計
していく際にも，多様性を考慮した内容設計が必
要となると考えられた。一方，自然災害が頻繁に
起こる環境下にあるため，エコヘルス教育の理念
の理解及び普及に関心を持ってもらえる可能性が
あることが示唆された。また，アジア地域の行政
官を対象として実施されたアジア国際学校保健研
修において，エコヘルス教育のモデルカリキュラ
ムと実際の事業を紹介したところ，多数の国の行
政官が関心を示した。 
 
(3)3年目（平成27年度）は，ネパールの教育省，
保健省及び地方の教員養成校，及び学校において
聞き取り調査を行った。その結果，ネパールでも，
バングラデシュ同様，多様な宗教，文化背景，経
済格差があることが分かった。さらに，ネパール
では，経済的な基盤も脆弱な上に，山がちな地形
の影響もあり，水の供給などの基本的なインフラ
整備の問題があることが分かった。また，教員養
成制度自体も未だ創生期にあることが分かり，健

康教育や環境教育のカリキュラムを充実させるた
めには，健康及び環境教育においては，内容をよ
り精選し，短期間の履修でも重要事項が習得でき
るようなカリキュラム設計の工夫が必要であるこ
とが示唆された。また，教員養成課程における健
康教育や環境教育の指導を充実させるとともに，
現職教員を対象とした短期的な研修を行うことが
現実的で効果が期待できる可能性が示唆された。
また，これまでの研究で得られた知見を，ＷＨＯ
主催の学校保健専門家会議において，アジア・ア
フリカの開発途上諸国の学校保健行政に関わる行
政官や，本研究のテーマの近接領域である健康教
育・公衆衛生分野の研究者に共有することができ
た。さらに，アジア地域の行政官を対象として実
施されたアジア国際学校保健研修において，本研
究で得られた知見を共有し，健康及び環境に関し
て，バングラデシュ及びネパールと同様の課題を
持つ開発途上諸国の行政職員・研究者らがエコヘ
ルス教育に対して高い関心を示した。 
 
(4) ４年目(平成28年度)は，これまでの調査で得
られたデータをもとに，アジア諸国での比較研究
を行うことで，地域や国に固有の社会・文化的特
性に適したエコヘルス教育の在り方について理論
化し，提案した。具体的には，今回調査対象とな
ったアジアの会は途上国の中でも特に，開発が遅
れているラオス，バングラデシュ及びネパールで
は，日本と比べると多様な宗教，文化背景があり，
また経済格差があることが分かった。そのため，
教育方法及び内容を設計する際に，多様性を考慮
する必要があることが分かった。また，水供給な
どに関するインフラ整備も不十分な地域があり，
感染症等の健康課題も未だ重要な課題であるため，
環境整備を推進しつつ，基礎的な衛生教育も徹底
していく必要があることが示唆された。また，継
続的にアジア地域の行政官及び研究者を対象とし
た国際研修で研究成果を共有すること等を通じて，
当該テーマの研究に興味を持つ研究者との出会い
もあり，アジア諸国でのエコヘルス教育・研究の
ネットワークが強化された。 
 ４年間の研究を通して, 健康問題と環境問題の
双方の改善に貢献する新しい教育アプローチであ
る『エコヘルス教育』の理念の具体化を達成した。
また,近隣のアジア諸国での調査結果を比較する
こと,また本研究の成果を,国際研修等を通じて,
アジア諸国の行政官及び研究者等に共有すること
を通して,エコヘルス教育の実践及び研究の推進
のためのネットワーク構築のための基盤を形成す
ることができた。今後は,ラオスでのモデルカリキ
ュラムを全国展開していくこと,さらに,アジア及
びアフリカの開発途上諸国でのエコヘルス教育の
普及のためのカリキュラム開発を進めていくこと
が課題となる。 
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